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東
武
野
田
線
の
始
ま
り
は
、
明
治
44
年
。
百
年
前
の
こ
と
で
す
。
野
田
と
い

え
ば
江
戸
時
代
か
ら
醤
油
の
産
地
と
し
て
興
隆
を
極
め
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
は
水
運
で
江
戸
ま
で
往
復
し
て
い
た
物
資
を
鉄
道
で
運
ぶ
機
運
が
高
ま
り
、

野
田
町
〜
柏
間
に
千
葉
県
営
軽
便
鉄
道
が
開
通
。
大
正
10
年
、
鉄
道
は
野
田
醤

油
醸
造
組
合
が
払
い
下
げ
を
受
け
、
民
間
の
鉄
道
会
社
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、

徐
々
に
路
線
を
延
長
し
て
い
き
、
昭
和
５
年
に
は
大
宮
〜
船
橋
間
が
開
通
し
、

東
武
野
田
線
の
全
線
開
通
と
な
っ
た
の
で
す
。

（
の
だ
し
）

百
年
の
歴
史
を
刻
む

百
年
の
歴
史
を
刻
む

野
田
線
発
祥
の
地

野
田
線
発
祥
の
地
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醤
油
の
香
り
漂
う

町
の
歴
史
を
探
る

　

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の
大
き
な
工
場
を
背
景
に
堂
々
と
建
つ

野
田
市
駅
舎
に
は
、
醤
油
産
業
の
歴
史
を
と
も
に
歩
ん
で

き
た
風
格
が
宿
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
駅

舎
は
じ
つ
は
二
代
目
。
現
駅
か
ら
有
吉
町
通
り
を
西
へ

４
０
０
ｍ
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
に
初
代
の
駅
（
明
治
44
年

開
設
／
当
時
は
野
田
町
駅
）
が
あ
り
、
そ
の
跡
地
に
は
記

念
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
野
田
線
発
祥
の
地
。
そ

れ
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
わ
け
で

す
が
、
じ
つ
は
い
ま
、
清
水
公
園
〜
梅
郷
間
の
高
架
化
工

事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
野
田
市
駅
と
愛

宕
駅
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た
新
た
な
時
代
の
高
架

駅
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
予
定
な
の
で
す
。

　

さ
て
、
醤
油
の
町
・
野
田
を
知
る
一
番
の
オ
ス
ス
メ

は
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
工
場
内
の
「
も
の
知
り
し
ょ
う
ゆ
館
」。

醤
油
の
醸
造
過
程
を
映
像
や
展
示
で
見
た
り
、醤
油
の
色
・

味
・
香
り
を
体
感
で
き
る
、
楽
し
い
醤
油
の
テ
ー
マ
パ
ー

ク
で
す
。
ま
た
、
伝
統
手
法
を
継
承
す
る
御
用
蔵
も
、
江

戸
川
畔
か
ら
こ
の
工
場
内
に
移
築
さ
れ
、
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
要
予
約
）。

　

野
田
の
醤
油
造
り
は
江
戸
時
代
か
ら
幕
府
の
御
用
蔵

だ
っ
た
髙
梨
・
茂
木
両
家
を
中
心
に
発
展
。
こ
れ
が
後
に

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、
両
家
は
そ
の
資
力
を

活
用
し
て
銀
行
、
病
院
、
学
校
を
設
立
す
る
な
ど
、
地
域

社
会
の
基
盤
整
備
や
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

上か
み

花は
な

輪わ

歴
史
館
は
、
敷
地
約
３
０
０
０
坪
の
旧
髙
梨
家

邸
宅
。
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
貴
重
な
家

屋
や
生
活
道
具
、
国
指
定
名
勝
で
も
あ
る
庭
園
、
屋
敷
林

な
ど
が
見
学
で
き
、
昔
の
野
田
の
風
景
や
暮
ら
し
ぶ
り
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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町
の
あ
ち
こ
ち
に

近
代
化
産
業
遺
産

　

近
世
の
浮
世
絵
か
ら
横
山
大
観
や
梅
原
龍
三
郎
な
ど
の

現
代
絵
画
ま
で
、
日
本
の
美
術
を
幅
広
く
展
示
し
て
い
る

の
は
「
茂
木
本
家
美
術
館
」（
モ
モ
ア
）。
白
を
基
調
に
し

た
館
内
か
ら
広
々
し
た
芝
生
の
庭
ま
で
、
ゆ
っ
た
り
と
時

を
過
ご
せ
る
よ
う
に
予
約
観
覧
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
正
年
間
に
建
て
ら
れ
た
茂
木
佐
平
治
家
の
邸
宅
は
、

い
ま
は
「
市
民
会
館
」
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。
年

数
回
の
最
上
級
の
お
客
様
だ
け
が
利
用
で
き
た
表
門
・
車

寄
・
大
玄
関
や
、
茶
室
な
ど
が
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
同
敷
地
内
に
は
昭
和
34
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
野
田
市
郷
土
博
物
館
」
も
あ
り
ま
す
。
館
内
は
醤
油

関
係
資
料
が
充
実
。
開
業
１
０
０
年
の
野
田
線
発
祥
の
地

と
な
っ
た
、
旧
野
田
町
駅
構
内
で
醤
油
を
満
載
し
た
貨
物

列
車
の
写
真
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

醤
油
か
ら
発
展
し
て
い
っ
た
野
田
の
歴
史
を
語
る
も
の

は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
昭
和
４
年
の
竣
工
当
時
は
千
葉

県
庁
に
次
ぐ
大
建
築
と
い
わ
れ
た
ロ
マ
ネ
ス
ク
調
の
興こ
う

風ふ
う

会
館
。大
正
15
年
に
建
て
ら
れ
た
旧
野
田
商
誘
銀
行
の「
商

誘
」
は
「
醤
油
」
に
因
ん
だ
名
。「
れ
ん
が
蔵
」
は
か
つ

て
の
醤
油
の
醸
造
工
場
。
昔
な
が
ら
の
船
問
屋
の
面
影
を

残
す
上
河
岸
。
こ
れ
ら
も
国
登
録
有
形
文
化
財
や
近
代
化

産
業
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
江
戸
川
の
流
れ
。
こ
れ
も
ま
た
醤
油
の
町
・
野

田
の
発
展
の
礎
と
な
っ
た
風
景
な
の
で
す
。

　

い
っ
ぽ
う
、
野
田
市
駅
の
東
側
で
賑
わ
っ
て
い
る
の
は

「
も
り
の
ゆ
う
え
ん
ち
」。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
小
さ
な
遊

園
地
で
す
が
、
高
さ
65
m
の
大
観
覧
車
か
ら
は
富
士
山
ま

で
見
渡
せ
ま
す
。じ
つ
は
野
田
市
か
ら
見
る
富
士
山
は「
関

東
の
富
士
見
百
景
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
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野田市データファイル
〈もの知りしょうゆ館〉・・●交通＝野田市駅
徒歩３分　●見学案内開始時間（所要時間
は約１時間）＝9：00/10：00/11：00/13：
00/14：00/15：00（要予約）　●休館日＝第
４月曜、旧盆、年末年始　●入館料＝無料
●見学受入人数＝２名より　問予約☎04-
7123-5136（休館日を除く９：00～ 16：00）
〈上花輪歴史館〉・・●交通＝野田市駅徒歩15
分　●開館時間＝10：00 ～ 17：00（３月・
10月～ 12月は～ 16：00）＊入館は閉館の１
時間前まで　●休館日＝月・火曜（祝日の場合
は変更の場合あり)、12月中旬～２月、８月

問☎04-7124-6851
〈もりのゆうえんち〉・・●交通＝野田市駅徒歩
15分　●開園時間＝11：00 ～ 17：00（土
日祝日10：30 ～）＊８月中の土日・お盆、
GW期間は例年10：30～19：00（要問合わせ）
●休園日＝水曜（春・夏休み、GW期間、年末
年始を除く）、１月第４月曜～金曜　●入園料＝
無料（アトラクション100円～ 500円）
問☎04-7123-0851
〈古奈金（こなきん）〉・・●交通＝野田市駅徒
歩10分　●営業時間＝11：00 ～ 19：30　
●定休日＝月曜＊祝日の場合は火曜　
問☎04-7122-2619

●入館料＝大人500円／小・中・高校生300
円＊住宅部内覧及び呈茶は要予約(大人1500
円)。　問☎04-7122-2070
〈茂木本家美術館〉・・●交通＝野田市駅徒歩
８分　●開館時間＝10：00 ～ 17：00（入館
は16：00まで）　●休館日＝月曜・火曜、７
月中旬～９月中旬、12月中旬～１月　●入館
料＝一般700円／中学生以下400円＊予約
制　予約専用電話☎04-7120-1489
〈野田市郷土博物館・市民会館〉・・●交通＝
野田市駅・愛宕駅から徒歩８分　●開館時間
＝９：00 ～ 17：00　●休館日＝火曜（祝日
の場合開館）、年末年始　●入館料＝無料
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